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文序

泉南市は、大阪府南部に位置し、北西を大阪湾、南東を和泉山脈に囲まれ、一年を通して温暖な気候

条件を有する豊かな自然環境に恵まれています。このため、市内には先人たちによって残された数多く

の遺跡が存在しています。

近年の関西国際空港の開港及びそれらに伴う周辺の様々な開発等による著しい都市化によって、私た

ちをとりまく生活環境は大きく変化しつつあります。しかしその一方でこれらの貴重な歴史遺産が破壊

の危機にさらされていることも事実です。

このような状況のもとで、本市ではこれらを保護し未来に伝えていくという重要な責務を果たすため、

緊急発掘調査を随時おこなっており、その成果を公表すべく『泉南市遺跡群発掘調査報告書』を毎年刊

行させて頂いております。

本書によって、最新の調査データを知って頂き、本市のもつ豊かな歴史情報の一端に触れて頂ければ

幸いです。

本市と致しましては、新たなる世紀を迎え、今後ともよリー層の充実した文化財行政をおしすすめて

いく所存です。

最後になりましたが、調査にご協力頂きました地元土地所有者、近隣住民の皆様、並びに関係諸機関

の方々には、深く感謝の意を述べさせて頂きますと同時に、今後とも本市の文化財行政によリー層のご

理解、ご指導を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

平成13年 3月

泉南市教育委員会

教育長 亀田章道



例    言

1.本書は、泉南市教育委員会が平成12年度国庫補助事業として計画し、社会教育課が担当、実施した

泉南市遺跡群の緊急発掘調査事業の報告書である。

2.調査は、泉南市教育委員会社会教育課、仮屋喜一郎、岡田直樹、石橋広和、岡 一彦、城野博文、

河田泰之、大野路彦を担当者とし、また事務担当者を西澤順也として、平成12年4月 1日 に着手し、平

成13年 3月 31日 に終了した。

3。 調査および整理の実施にあたっては、蔵田弘幸、蒲生徹幸をはじめ、伊藤由紀、江尻美代子、片木

直幸、田上真理、富 愛、福井元気、藤野 渉、真鍋紀美子、向林智与諸君らの協力を得た。

また、大野薫氏から有益な助言、協力を得た。記して感謝の意を表する次第である。

4.本書の執筆は、石橋、岡、城野、河田がおこなった。執筆の分担は目次に記した。

5。 現地調査における写真撮影は各担当者がおこない、出土遺物の写真撮影は城野、1可田がおこなった。

6。 遺物実測は、真鍋紀美子がおこない、 トレースは、富 愛が行なった。図版 。挿図作成は、伊藤由

紀、富、真鍋がおこなった。

7.本書の編集は河田が中心となりおこなったが、一部仮屋、石橋、岡が補佐した。

8。 調査にあたっては、写真、スライド等を作成した。ひろく利用されることを望むものである。

9.調査における出土遺物および図面、写真などの諸記録は、泉南市埋蔵文化財センターにおいて保管

している。ひろく利用されることを望むものである。



例凡

1。 各調査区には、個別の番号をつけている。番号の基本構成は、「遺跡略称 (記号)一年度一通 し番

号」である。遺跡の略称は、男里遺跡-ON、 幡代遺跡― HT、 岡中遺跡-OK、 北野遺跡― KT、

仏性寺跡― BS、 氏の松遺跡― UJ、 岡田遺跡-OKD、 下村遺跡― SM、 フキアゲ山東遺跡― FK

E、 中小路西遺跡一 NKW、 坊主池遺跡― BZ、 新家オ ドリ山南遺跡― ODSで ある。調査年度をあ

らわす場合、元号年度は西暦年度に読み替え、上位2桁を省略して表現 している。

なお本報告書では、報告文は遺跡毎に章だてしているため、基本的に各章中では遺跡名称を省略し

ている。

2.図 中の方位は、 PL。 1・ 2で は真北を、各調査区位置図・地形図では国土座標Ⅵ系にもとづ く座標

北を、各調査区平面図では磁北を表している。

3。 本文および図版中に示 したレベル高は、すべてT.P.+(m)の 数値を使用 しているが、 T.P。 +は省

略している。

4.遺構名称は、アルファベットと任意の数列の組合せで表している。アルファベットは、 SD―溝、

SK―土坑、 SX―性格不明遺構、Pit―柱穴をそれぞれ表す。遺構番号は、2桁 を原則 として1桁の

数字の場合は、その前に0を付 している。また、調査区毎に遺構の種類別に通し番号を付 している。

5.遺物実測図版では、断面の表示を使宜上、弥生土器・土師器・土製品一白抜 き、瓦一斜線のように

塗 り分けた。

6。 出土遺物の番号は、遺跡毎に上器、瓦の区別無しに通し番号を付 した。なお、遺物実測図および挿

図と写真図版では、遺物番号は統一している。また、同一写真図版内で複数の遺跡の遺物が存在する

場合、香号の前に遺跡の略称を付 している。

7.遺物の出土量を表すのに用いたコンテナは、容積約27.5つ のものである。
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泉南市遺跡群発掘調査報告書 XⅧ

第 1章 調査の経過

バブル景気や関西国際空港に関連する開発に伴い、年々増加 していった市内の発掘届出件数は、ここ

数年にいたってやや頭打ちの傾向にあり、今年度においては昨年に引き続き前年に比べて減少する結果

となった。これらには長期化する経済の停滞に起因する開発や空港関連事業および個人住宅の建て替え

の減少など様々な要因が考えられる。しかし、現在では関西国際空港の 2期工事も本格化 し、今後空港

関連の開発が再び増加に転 じることも否定できない状況にある。

このような状況下、今年度本市において第 2表のとおりの発掘調査がおこなわれた。このうち本書の

本文中において報告する遺跡数は 9遺跡、調査件数は昨年度の未報告分を含めて21件である。毎年の傾

向であるが、今年度も大部分を小規模な調査が占める結果となっている。

以下、それぞれの遺跡について調査の経過をみてみたい。

男里遺跡は、泉南市域における遺跡の中で最大の規模をもつ遺跡で、泉南市を代表する遺跡のひとつ

である。毎年小規模な調査が数多くおこなわれ、着実にデータの蓄積がなされてきた。近年、府道新設

に伴う大規模な調査が遺跡を縦断する形でおこなわれ、新たな資料が増加している。本書では昨年度の

未報告分を合わせて10件の調査を報告している。

幡代遺跡は、現在の幡代集落を中心とした遺跡である。古くから周知されていた遺跡のひとつで、男

里遺跡と同様に小規模な調査が中心におこなわれてきた。今年度は調査はおこなわれなかったが、昨年

度未報告分の 1件の調査を収録している。

岡中遺跡も古くから周知されていた遺跡のひとつである。今年度は遺跡の南端部において 1件の調査

がおこなわれた。

北野遺跡は、過去はそれほど調査件数は多くはないものの、近年比較的大規模な調査などがおこなわ

れており、今後調査が増加する傾向が窺える。今年度は遺跡の南東部の地点でおこなわれた 1件の調査

を報告している。

仏性寺跡の調査も数は多くはないが、過去の調査において、中世の瓦や寺院関連の整地層などが確認

されている。今年度は遺跡のほぼ中央部で 1件の調査がおこなわれた。

氏の松遺跡では、市道新設に伴う調査において、弥生時代前期の集落が確認されている。本書では市

道に隣接した地点でおこなわれた昨年度未報告分の調査を1件報告している。

岡田遺跡は、男里遺跡に次ぐ規模、調査件数を誇る遺跡である。発見以来ほぼ毎年調査がおこなわれ、

特に近年では遺跡の北東部および北西部を中心に調査の増加が著しい。今年度は2件の調査がおこなわ

れ、本書では昨年度の未報告分を合わせて 4件の調査を報告している。

下村遺跡は、これまで 2件の調査を数えるに過ぎないが、弥生 。中世 。近世および近代にわたる幅広

い時期の遺構遺物が確認されており、新家川流域の歴史を考える上で欠くことのできない遺跡のひとつ

といえる。今年度は遺跡の中央部において 1件の調査がおこなわれた。
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フキアゲ山東遺跡は、遺跡内に 2基の古墳が確認されており、その内の 1基が調査されているのみで、

遺跡の大部分はすでに宅地として開発されており、遺跡の具体的な内容は把握されていないのが現状で

ある。今年度は 1件の調査がおこなわれた。

第1表 平成12年度発掘および試掘調査届出一覧表

平成12年 12月 31日現在

年 月

発 掘 試 掘
△
ロ 計

件 数 面積 (m2) 件 数 面積 (m2) 件 数 面積 (m2)

12年・ 1
９

“ 852.45 2 1,734.53 4 2,586.98

９

留

９

留 1,388.45 5 6,713.95 7 8,102.40

3 4 1,250.22 1,672.44 5 2,922.66

4 2 770.58 4 18,207.585 6 18,978,165

5 2 1,927.27 4 5,822.23 6 7,749.50

6 Ｏ
υ 3.408。 15 837.48 4 4,245,63

7 1 376.20 7 9,145.29 8 9,521.49

8 4 3,180.43 4 8,958,77 8 12,139.20

9 3 1,887.90
つ
０ 4,233.10 6 6,121.00

10 4 3,485.09
９

留 2,498,76 6 5,983.85

９

， 357.74 ９

留 921.69 4 1,279,43

12 8 2,120,80 0 0.00 8 2,120.80

合 計 37 21,005.28 35 60,745.825 72 81,751。105
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第 2章 男里遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1・ 2、 第 1図 )

男里遺跡は、市域の西端を画する男里川右岸に位置する。現在、遺跡の西側に男里集落が、東側に馬

場集落が位置し、その間は耕作地として利用されている。現在の土地利用に即 して遺跡内の地形分類を

みると、男里集落は自然堤防上に、馬場集落は沖積段丘上にそれぞれ位置し、両集落間にひろがる耕作

地には氾濫原及び谷底低地がひろがり、その中心部分にあたる双子池にほぼ重なるように旧河道が南北

にみられる。各時代における集落跡の分布は、基本的には旧河道の両岸に位置する沖積段丘および自然

堤防を中心としている。

以下に既往の発掘調査の成果を時代ごとにみていくこととする。

旧石器時代では、遺構に伴うものではないが双子池下池で採集されたナイフ形石器があげられをそな

お、遺跡の南約4kmに位置する滑瀬遺跡でもナイフ形石器が確認されていお9

縄紋時代では、晩期の遺構および遺物が確認されている。遺跡の北西部、地形分類では旧河道および

氾濫原及び谷底低地に位置する地点で、柱穴等の遺構と当該時期の包含層♀旧流路鼎埋積蓉あ埋土から

突帯紋土器がみつかっている。特筆すべき遺物として、95-1区 の調査では浮線紋土器が900-9区 の調

査では石棒が確認されている

'縄

紋時代においては晩期以前における様相の解明と、晩期の集落域の限

定が今後の課題であろうc

遺跡北西部において弥生時代前期の遺物が確認されている?弥生時代中期前半では、遺跡北西の男里

集落の北東端において埋積谷の埋土から遺冴糸、中期後半では遺跡北西部の馬場集落の南側において集

落および木棺墓などが確認されている写弥生時代中期末から後期前半の遺構および遺物は現在のところ

確認されていない。遺跡中央の双子池周辺において弥生時代終末期の遺物が旧河道の埋土から確認され

てぃる?こ のうち1995年度の大阪府教育委員会による調査では、庄内奏が確認されている。以上、弥生

時代においては、弥生時代中期の集落域はほぼ特定できるものの、前期および後期における様相はよく

わかっていない。また弥生時代全般における水田などの生産域も確認されておらず、その存在が想定さ

れる、遺跡中央部の氾濫原及び谷底低地における今後の調査が注目される。

古墳時代初頭の遺物が双子池周辺で旧河道の埋土から確認されていだ毛 この時期の遺物は弥生時代終

末期の遺物とともに確認される例が多い。古墳時代中期では、遺跡北部において氾濫作用による雄積層

から遺物が確認されていが?古墳時代後期では、竪穴住居が遺跡の北東部ぞ!遺跡の北部で滞が確認さ

れている9そのほか遺跡北部で小石室が確認されていが?以上、古墳時代においては、前期から中期に

おいての様相がほとんどわかっていないのが現状である。やや視野をひろげると、泉南地域、とくに貝

塚市以南において現在確認されている集落遺跡は、弥生時代においては各河川単位で存在するものの、

古墳時代前期および中期になるとその数が減ずる傾向にある。この時期、集落自体が減ずるのか、それ

とも今だ確認されていないだけなのか、資料の蓄積が待たれる。

飛鳥時代から奈良時代では、遺跡南東の馬場集落の西側において竪穴住居や掘立柱建物、土坑が確認、

されているほ力q男里集落の東側においても掘立柱建瘍準旧河ぎ、しがらみ状遺構券確認されている。

旧河道およびしがらみ状遺構を確認した大阪府教育委員会による調査のうち、1995年度の調査では墨書
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第 1図 男里遺跡調査区位置図

土器や土馬のほか、盤などの木製品や建築部材が、1996年度の調査では当該時期の製塩土器がほぼ完形

で検出されている。

平安時代のものとしては、北東部および西部において掘立柱建物が確認されていだ2中世になると、

現在の男里集落西側で鎌倉時代の掘立柱建物が確認されているほ力9現在の男里集落周辺において柱穴

が散見される。また、現在耕作地として利用されている地点での調査では、中世の遺構は耕作痕が検出

されることがほとんどである9灌漑施設と考えられるものとしては、遺跡北部と北東に隣接する戎畑遺

跡で溝が確認されている?ま た、泉州各地の遺跡において平安時代以降中世における特徴的な遺物とし

てマダコ壺があげられるが、男里遺跡では初源期のものが確認されている?

-7-



近世においては、中世の段階で形成された景観を踏襲しているようである。特筆すべき遺物として、

近世後半のものと考えられる製糖に使用する「瓦漏」と考えられる遺物が確認されているP

第 2節 00-1区の調査

1.位置 (第 1・ 2図 )

調査地は遺跡の中央部に位置する

双子池 より東へ約50mの 地点であ

り、双子池を上池と下池とに分かち、

さらに現在の男里集落と馬場集落と

を結ぶ所謂「信長街道」の南に面し

ている。地形分類上は男里川旧河道

によって形成された氾濫原及び谷底

低地に属するが、近年増加傾向にあ

る周辺の調査においては安定した地

山の存在も確認されている?

調査区の現況は更地であり、全体

に盛上が施されている。 トレンチは

1カ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 3・ 6)

厚さ約40cmの盛上を除去すると、近現代の耕作土および床上である灰色シル ト (約 10cm)、 暗橙色混

じり淡灰褐色砂質土 (約 10cm)、 淡灰褐色混 じり橙色砂質土 (約 10cm)の 各層がそれぞれ水平に堆積 し

ている。さらに暗褐色混 じり淡褐色土 (約40cm)、 賠褐色粘質土 (約30cm)が認められ、暗黄褐色粘質

土の地山へといたる。このうち暗褐色混じり淡褐色土は旧耕作土または耕作に伴う客土と捉えられるも

のである。また暗褐色粘質土層は男里遺跡周辺においてひろく分布することが知られているものである。

中から土師器の細片が僅かに出上した。また確認された地山はトレンチの南側ではクサリ礫を多 く含み

若千不安定な様相をみせるが、概ね平坦であり、上面の標高は11.Om前後を測る。地山上面において遺

構が確認された。

3.遺構 (PL.3・ 6)

確認された遺構は落ち込みおよびピットである。落ち込みは トレンチの中央部から北東端部において

確認された。検出長2.lm、 幅0,3～ 0.7m、 確認面からの深さ0.2mを測る。主軸を北方向に向けた蛇行す

る溝状を呈 し、北半部が直線的に伸びるのに対 し、南半部では南東方向に緩やかに屈曲する。断面形状

は西から東へと落ちる浅い椀型を呈するものと考えられ、同時に南から北へむかっても緩やかに窪んで

いる。埋土は基本的には1層 で、淡暗褐色粘質土を基本とするが、遺構の南端から中央にかけては下位

に礫を多 く含んでいる。埋土から土師器がまとまって出土した。

第 2図 男里遺跡00-1・ 4区地形図

-8-



ピットは落ち込みの中央部西側に近接 して確認された。直径 18cm、 確認面からの深さ2cmを 測る、

やいびつな円形を呈する。埋土は1層 で、淡暗褐色粘質上である。遺物は出上しなかった。

4.遺物 (PL.14、 第 3図 )
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男里遺跡00-1区 出上の遺物

は明瞭でない。外面には円形浮文が付加される。21ま 中空の高郭脚部である。3は 製塩土器の脚台である。

外面には僅かにタタキの痕跡を残す。4は土錘である。一方の端部を失うが、平板な棒の端部を指頭状

に膨らませたもので、端部中央には穿孔が加えられる。

第 3節 00-2区 の調査

1.位置 (第 1・ 4図 )

調査区は、男里遺跡の北部にあ

たり、地形分類では谷底低地及び

氾濫原にあたる。周辺の調査では、

旧男里川の氾濫原が確認されてい

るP現況は更地で、 トレンチは1

カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況

(PL.3。 6)

盛上である表土 (1層・約10cm)

を除去すると、旧耕作土と考えら

れる暗灰色シル ト(2層 ・約25cm)、

床土 と考えられる責灰色 シル ト

(3層 。約40cm)、 灰褐色シルト (4層 )、 にいたる。このうち4層 は、無遺物層ではないと考えられたが、

掘削が困難な為これより下層の状況については確認できなかった。このうち、4層上面で遺構検出をお

こなったが、遺構は確認されず、いずれの層からも遺物の出土はなかった。

第 4節 00-3区の調査

1.位置 (第 1・ 5図 )

調査区は、男里遺跡の北部で地形分類では氾濫原及び谷底低地にあたる。周辺の調査では、南東側約

第 4図 男里遺跡00-2区、99-9区地形図
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100mの地点で中世の掘立柱建物や
①

耕作痕、南西約50mの地点で縄紋時

代晩期の掘立柱建物や河道が確認さ

れているP今回の調査区では、男里

川の旧河道もしくは、右岸微高地に

ひろがる遺構が確認される可能性が

想定された。現況は更地で、 トレン

チは1カ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況

(PL。 3・ 7)

盛土 (1層・約140cm)を 除去する

と、旧耕作土と考えられる暗灰色シ

第 5図 男里遺跡00-3区地形図

ルト (2層・約10cm)、 明褐色シルト (3層
。約10cm)、 茶褐色シルト (4層 ・約25cm)、 灰色粗砂混じり礫

(5層・40cm～)にいたる。このうち、2・ 3層は旧耕上、5層は河川の氾濫による堆積と考えられる。

3・ 4層から、土師質土器片が出土した。細片のため年代は不明ではあるが、周辺の調査でこれに対応

する層位が中世以降のものであることが確認されており、3層 は中世の包含層の可能性が考えられる。

なお、3・ 4層上面で遺構検出をおこなったが、遺構は確認されなかった。

第 5節 00-4区の調査

1.位置 (第 1・ 4図 )

調査区は遺跡の中央部、双子池より東へ約100mの地点であり、00‐ 1区の更に50m東側に位置してい

る。地形分類上は氾濫原及び谷底低地に属している。調査区の現況は休耕田であった。 トレンチは1カ

所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 3'7)

現代の滋味土である灰黒色土 (約10cm)と 床上である暗橙色混じり淡灰褐色砂質土 (約40cm)お よび

暗褐色混じり淡灰褐色砂質土 (約 10cm)を 除去すると、淡灰褐色混じり暗褐色砂質シルト (約 10cm)が

露呈し、さらに暗褐色礫混じリシルト (約20cm)、 にぶい暗黄褐色礫混じり土 (50cm～ )へ と続く。地

山は確認されなかった。

これらのうち暗褐色礫混じリシルト以下には多量のクサリ礫が含まれ、非常に不安定な状況を示して

いることから、河川の堆積作用によって形成されたものであると考えられる。また細片のため図示でき

なかったが、淡灰褐色混じり暗褐色砂質シルトと暗褐色礫混じリシルトからはともに古代の所産となる

土師器や須恵器が極少量出土している。

熔
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第 6節 00-5区 の調査

1.位置 (第 1・ 5図 )

調査区は、遺跡の西部で現在の男

里集落の南西のはずれに位置し、地

形分類では氾濫原及び谷底低地にあ

たる。調査区の南東には、式内社で

ある男神社が位置する。現況は更地

で、 トレンチは1カ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況

(PL.3・ 7)

表土 (1層 ・約50cm)を 除去する

と、黒褐色シル ト (2層 ・約20clll)、

マンガン混 じり黄灰褐色シル ト (3

層・約10cm)、 直径10～20cm程の礫

混 じり灰色シル ト (4層・約50cIIl)、 褐灰色シル ト (5層・約15cm)と 続 き、直径10～ 15cm程の礫混 じり

灰色シル トにいたる。2・ 3層 は、旧耕作土と床土で、4層 からは直径10～ 20cm程 の礫 と共に近代の陶磁

器片や瓦が多量にみられることから整地等の人為的な堆積 と考えられる。5層 以下は自然堆積 と考えら

れ、6層 は礫を主体に構成されていることから、調査区の西側に位置する男里川の急激な氾濫による堆

積 と考えられる。このうち、3・ 5。 6層 の上面で遺構検出をおこなったが、いずれも遺構は確認されな

かった。また、自然堆積 と考えられる5層以下では遺物は出土しなかった。

第 7節 00-6区 の調査

1.位置 (第 1・ 6図 )

調査地は、北側を光平寺推定域南限の道路と接 し、南側を山中川と合流直前の金熊寺川北側堤防と接

し、近世～近代においては「霞堤」と呼ばれる堤が存在 した地点にもあたる。付近では住宅開発を中心

に小規模な調査が多 く行われており、最も近接する北方約20mの 98-2区 の調査では、礫層のほか霞堤

と考えられる整地層も確認されてお り、本調査においても霞堤のひろが りが注 目された。地形的には、

男里川から金熊寺川の自然堤防もしくは氾濫原上に立地するものと考えられる。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 3・ 8)

トレンチは3カ 所設定した。第1ト レンチは最も北側に位置する。滋味土 (約 15cm)を 除去すると、

明褐色砂質シル ト (約30cm)、 褐色粘性シル ト (約20cm)、  トレンチ北方では拳大の円礫を大量に含ん

だ明褐色粘性シル ト (約20cm)等 の水田造成の為の整地状土層が介在 し、かなり密度の低い暗褐色粗

砂 (約50cm)の下層には、かなり締まった褐色礫にいたる。また、 トレンチ北の一部では、褐色礫層面

鐘柳 lllllttw町 的籾
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の直上に明褐色粘土 (約5cm)が確認された。

第2ト レンチは、中央に位置する。第1ト レンチとほぼ同様の層位を示す。滋味土 (約20cm)、 赤褐色

シル トの床土 (約5cm)、 整地状の明褐色砂質シル ト (約35cm)の下層には河川性の堆積 と考えられる

褐色礫 (約 45cm)、 トレンチ南部には褐色粗砂 (約 10cm)が確認され、地山と考えられる暗褐色礫の

直上には明褐色粘土 (約5cm)が認められた。

第3ト レンチは、最も南側に位置する。滋味土 (約 15cm)、 赤褐色シル トの床土 (約5cm)を 除去す

ると、整地状の明褐色砂質シル ト (約35cm)と 北部に礫を多 く含んだ明褐色砂質シル ト (約20cm)力 S

認められ、1・ 2ト レンチ同様に暗褐色の礫層が確認された。

遺構、遺物はいずれの トレンチからも確認されなかった。

第 8節 00-7区 の調査

1.位置 (第 1・ 7図 )

調査区は府道堺阪南線「男里川」

交差点を北西へ約60m進んだ地点で

ある。遺跡の西端部にあたり、現行

の遺跡分布図においては光平寺跡の

北西隅部にも一部が重なっている。

地形分類上は男里川右岸に発達する

氾濫原及び谷底低地に属 している。

現況では二枚 に分かれる耕地であ

り、 トレンチは一枚につ き1カ 所ず

つ設定した。西側から第1ト レンチ、

東側のものを第2ト レンチと呼称す

る。 第 7図 男里遺跡00-7区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL.4・ 8)

両 トレンチ間では様オロがかなり異なる。まず第1ト レンチでは現代の滋味上である淡灰色土 (約 10cm)

および、床上である褐灰白色土 (約 10cm)、 淡黄灰褐色土 (約 20c�)を除去すると褐色混 じり淡灰褐色

砂質土 (約20～ 40cm)が認められる。この層は非常に均質であり、遺物も全 く含まないことから、耕地

造成に伴う整地層と捉えることができるものである。さらに淡褐色礫混じり土 (約20cm)お よび淡暗黄

褐色砂 (約 10～40cm)があるが、これらはいずれも全域にみられるものでは無く、厚薄があり起伏に富

んだ非常に不安定な堆積をみせている。以下に地山と捉えられる暗褐色礫混じり土がひろがっている。

地山もまた起伏を有し、大きくは北から南へと傾斜している。標高は6.6～ 7.Om前後を測る。遺構、遺

物は確認されなかった。

第2ト レンチでは現代の滋味土を除去すると、 トレンチの西端部や東端部においては暗褐色ブロック

混じり淡灰褐色土 (約 15cm)や 橙色粘土混じり灰褐色シルト (約5cm)が認められるが、これらはいず
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れも現代の床土や旧耕作上が撹拌されて形成されたものと捉えることができるものであり、その他の地

点では滋味土直下に暗褐色砂礫からなる地山が露呈する。地山の状況は概ね平坦であり、標高は7.5m

前後を測る。遺構、遺物は確認されなかった。

以上の成果から、第1ト レンチでは地山直上には不安定な堆積をみせる砂礫層があ り、さらにそれら

を整地し、耕地としたことが明らかとなり、第2ト レンチではかって存在 した旧耕作土や床土層はほぼ

完全に削平されていることが確認された。互いに共通する地山上面の高さを比較すると第2ト レンチの

方が約50cm程高く、南西方向つまり現在の男里川に向かって緩やかに傾斜する旧地形であったことがわ

かる。

第 9節 00-8区の調査

1.位置 (第 1・ 8図 )

調査地は、現在の男里集落の南部

分、双子池を上池と下池に分け男里

集落内を通る所謂「信長街道」に比

定されている道路の北に面する。地

形的には、男里川右岸の沖積段丘面

もしくは自然堤防上に立地している

ものと考えられる。

2.層位と遺物の出土状況

(PL。 4・ 9)

表土 (約20cm)下には、約30cm

にわたって整地層と考えられる黒褐

色系 と黄褐色系の粘性シル トが互層

第 8図 男里遺跡00-8区 、99-10地形図

で版築状に数cm単位ずつの厚さで確認された。これらの下層には、灰褐色砂質シルトの面が確認され

た。近世のカマドによって東壁は約120cmに わたって赤色に変化しているが、カマド形成に伴う掘り方

等は確認できず、整地状土層が焼けているだけであった。

一方、 トレンチ南側拡張部分においては、表土直下からカマド形成に伴うと思われる整地状土層が約

50cm、 ほぼまっすぐに掘り込まれているのが確認された。掘り込み部分は、灰褐色礫 (約20cm)や暗

褐色粗砂 (約 10cm)等で人為的に埋め戻されており、最下層にはカマ ドから掻き出されたと考えられ

る炭層 (約5cm)が認められた。

遺物は、整地状土層やカマド内部から近世～近代の陶磁器、瓦が出土している。

3.遺構 (PL。 4、 第 9図 )

表土直下にカマドと考えられるものを1基検出した。検出されたのは本体底面部分だけで、上部構造

はすでに失われていた。燃焼部分はややいびつな円形を呈し、検出長は南北88cm、 東西90cmで 中心に
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1 表土

2.赤色焼土 (カ マ ド廃棄以降の焼土)

3 灰褐色礫

4 暗褐色組砂
5,黒褐色炭 (焼上混じる)

6 黒褐灰色シル ト

7.黄褐色粘性シル ト

8 黒褐色粘性シル ト

9 褐色粘性シル ト
10 暗褐色粘性シルト

11,黄 褐色粘性シル ト
12.極暗褐色粘性シル ト
13.灰 褐色砂質シルト

酸化色を呈する

還元色を呈する

0                                    2m

第 9図 男里遺跡00-3区の遺構平・断面図

むかって緩やかに落ち込む。全体に非常に硬 く焼け締まり、部分的には還元される。さらにその周 りは

約30cmに わたり灰褐色砂質シル ト面が赤色化 しているのが確認された。南側の焚口は約50cmに わたっ

て開口し、袖状の高まりが形成されている。さらに南側を約50cmほ ぼまっす ぐに掘 り込み、焚口から

燃焼部を一段高く造 り出している。掘 り込まれた斜面部も赤色化 している。

本カマ ドの築造過程は、東壁において燃焼部の掘 り方が検出されなかったことから、焚口部分を掘 り

込んで低 くした後、横穴状に円形に燃焼部を掘 り込み形成したものと考えられる。

鰤
囲

4.遺物 (PL.14、 第10図 )

遺物は、ほとんどが瓦であり、カマド内部に詰

め込まれるようにして出土している。51よ 軒平瓦

である。文様は均整唐草文で、中心飾は九みを帯

びた花冠、手で、端文様にはY字状若葉を配する

が、瓦当部1/2は欠損している。全体に赤褐色を

呈し、二次焼成を受けている。

第 10節 99-9区の調査

1.位置 (第 1・ 4図 )

調査区は遺跡の北縁部中央に位置し、府道金熊寺男里線「男里原田」交差点より約200m南西へ進ん

だ住宅地の中にある。地形分類上は双子池から北方に伸びるとされる男里川旧河道に属している。調査

区の現況は休耕地であった。 トレンチは1カ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 4・ 9)

亀

，

0                     10Cm
|

第10図 男里遺跡00-8区 出上の軒平瓦
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現代の滋味土を除去すると、床上である淡橙色混 じり淡灰褐色土 (約 10cm)が現れ、さらに旧耕作土

である黄色混 じり淡灰褐色土 (約 20cm)、 淡黄褐色粘質土 (約 15cm)、 橙色混じり暗灰褐色シル ト (約20

～40cm)へ と続 く。ここまでは各層ともに水平堆積をみせてお り、耕作に伴って形成されたものと捉え

ることができる。このうち橙色混じり暗灰褐色シルトから中世の所産と目される土師器の極細片が出土

した。

橙色混じり暗灰褐色シルトの下には、 トレンチの南端1/3部分を除いて暗灰褐色混じり明黄色砂礫

(約 10～20cm)が現れる。この層は直径5cm大の砂岩礫からなる砂礫層であり、やや軟弱ながらも一見す

ると地山とも捉えられるものである。 トレンチの南端部分ではこの層を切るように暗灰黒色粘土 (約25

cm)が堆積している。以下確認のため、 トレンチの東半部を掘り下げたところ基本的には、暗淡灰褐色

砂～砂質シルト (約 10～ 20cm)、 暗灰褐色砂礫 (約 10～ 20cm)、 暗灰オリーブ色砂質シルト (30cm～)ヘ

と続いている。またこれらの間には部分的に橙色混じり明灰褐色砂 (約 10cm)、 暗灰褐色混じり暗黄褐

色砂 (約 10cm)、 暗黄褐色砂礫 (約20cm)が介在している。これらはいずれも河川性の堆積状況を示し

ており、中には多量の植物遺体を含む層もあった。特に暗淡灰褐色砂～砂質シルトからは多くの植物遺

体と共に縄紋時代後期から晩期の所産となる遺物が少量出土している。

以上のことから本調査区が地形的に旧河道に属ずることは疑いなく、時期的にも縄紋晩期以降に埋没

したものであることが確認された。

3.遺物 (PL。 14、 第11図 )

出土した遺物のうち、図示しえたものは次の2点のみであった。いず

れも暗淡灰褐色砂～砂質シルトから出土したものである。6は浅鉢であ

る。口縁部より下を欠く。端部を肥厚させるもので、外面には条痕が

残る。復元口径18。2cmを測る。灰黄褐色を呈し、胎土には多量の砂粒

を含む。7は体部のみであり詳細は明らかでないが、僅かに屈曲するこ

とから深鉢等の頸部付近であろう。外面全体に条痕が残る。外面には

多量の煤が付着し、内面は暗褐色を呈し、胎上には多量の砂粒を含む。

第 11節 99-10区の調査

1.位置 (第 1・ 8図 )

調査地は、現在の男里集落の南部分、双子池を上池と下池に分け男里集落内を通る所謂「信長街道」

に比定されている道路の南に面する。地形的には、男里川右岸の沖積段丘面もしくは自然堤防上に立地

しているものと考えられる。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 4。 10)

盛土 (約 15cm)、 旧建物解体時の黒色盛土 (約 10cm)、 さらに近世～近代に整地を行ったと考えられ

る赤褐色シル ト (約 10cm)、 黒灰色砂質シル ト (約 15cm)、 灰褐色砂質シル ト (約 10cm)、 黄褐色粘性

シル ト (約10cm)等が確認される。これらを除去すると、極暗褐色 (約5cm)、 暗褐色 (約15cm)等の

醒 泥

0              10cm

第11図 男里遺跡99-9区
出土の土器

71
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粘性 シル ト層 を介在 し、暗褐色砂礫層 に至 る。暗褐色粘性 シル ト層上面では、乾痕が看取 される。遺構

は、検 出されなかった。遺物 は、暗褐色粘性 シル トか ら土師器、須恵器が少量出土 している。
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第 3章 幡代遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、 第12図 )

幡代遺跡は、市域の西端を画する

金熊寺川右岸に位置する。現在、遺

跡の西半には幡代集落が位置し、東

半は耕作地として利用されている。

遺跡の東半にひろがる耕作地には、

条里型土地割が今も残 り、坪名が小

学化 している箇所 もみられるP遺跡

が立地する範囲の地形分類は、沖積

段丘にあたる。

以下に既往の発掘調査の成果を時

代ごとにみていくこととする。

これまでの調査は、現在の幡代集

落内と、集落の東側の耕作地でおこ

なわれているが、主なものとして遺跡を南北に縦断する府道新設、同じく集落を東西に横断する市道拡

幅に伴うものがあげられる。これらの調査では、隣接する幡代南遺跡において弥生時代中期の土器が河

道の埋土から確認監れているものの、幡代遺跡にあたる箇所では中世の掘立柱建物や土坑、縛詠 どが多

数確認されており、これまで検出されている遺構や遺物の主な年代は中世以降を中心としている。この

ように現在確認されている遺構のおもな年代は中世以降であり、中世における集落は現在の集落より東

寄りに位置していたものと考えられる。

近世以降の遺構や遺物は現在の幡代集落内で数多く確認されている。このうち、製糖に用いられたと

考えられる「瓦漏ポ準、瓦を転用した土製円板や泥面ギ監 ど、近世における生業や日常生活等を示す興

味深い遺物も確認されている。

第 2節 99-1区 の調査

1.位置 (第 12・ 13図 )

調査区は遺跡の北西縁からやや中央より、現在の幡代集落の北縁部にあたる。地形分類上は金熊寺川

右岸に発達した沖積段丘面に属する。調査区の現況は休耕田であるが、一部について滋味土が除去され、

盛土が施されていた。 トレンチは1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 4・ 10)

約20cmの盛土及び現代の滋味土を除去すると、僅かに床上である淡黄橙色上が残る部分を除いて、 ト

レンチの北半部では近代の導水管の堀方埋土である灰褐色混じり淡黄褐色粘質上が地山である淡褐色土

にまで至っている。最も厚い部分で約90cmを 測る。さらに導水管の周囲には、導水管を囲むように淡責

第12図 幡代遺跡調査区位置図
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灰色粘上が認められる。逆にトレン

チの南半部ではこの堀方坦土を切っ

て設けられた野井戸が存在 し、その

埋上である淡灰褐色混 じり責橙色土

や黄橙色混 じり暗灰褐色シル ト、暗

灰掲色混 じり黄橙色シル ト、淡青灰

色粘土などが認められる。これらの

うち埋土最下層にあたる淡青灰色粘

土より近代の所産となる瓦片が出土

した。地山は淡褐色土よりなるが、

導水管と落ち込みによって大きく削

られているものと考えられ、また野

井戸の底部付近では滞水によって生

幡代遺跡99-1区地形図

じた還元作用により上質も変化 している。地山面において野井戸および導水管を確認した。

3. 遺君野 (PL。 4・ 10)

野井戸は、本来ならば盛土直下より確認されるべきものであるが、述べてきたように トレンチのほと

んど全ての箇所が何 らかの改変を受けてお り、地山面に到達するまで導水管と区別されるものとは認識

されなかったものである。よって以下に述べるのも主に野井戸の底部付近の状況である。 トレンチの南

西隅において確認され、さらにトレンチ外へとひろがるために全容は明らかでないが、長辺1.2m以上、

短辺0.8m以上、確認面からの深さ0.5mを測る隅丸長方形を呈するものと考えられる。断面形状は滋味

土直下からほぼ直線的に掘 り込まれ平坦な底部へといたるやや日の開いたコップ状を呈する。断面観察

によると最大幅1.2m、 最大深度1.5mを 測る。埋土は先に述べたように4層であり、最下層には近代の瓦

片を含む。また埋上のうち淡灰褐色混 じり黄橙色土は滋味土と床上の撹拌層と捉えることのできるもの

で、野井戸廃棄に際しては、周辺の上を用いて一気に埋め立てた様子が伺える。

導水管は煉瓦質のいわゆる土管を連結して構築されており、 トレンチ内では東南東方向より西南西方

向へと直線的に敷設されている。導水管の堀方より遺物は出土しなかったが、煉瓦質の上管を用いてい

ること、また周辺での聞き取 りによると近代に施行されたものと考えて間違いないだろう。

註 ① 泉南市史編纂委員会「古代の泉南」F泉南市史 通史編』(1987)

② 1993年度の (財)大阪府埋蔵文化財協会の調査。

③ 泉南市教育委員会「幡代遺跡」『泉南市文化財年報醜1』 (1995)

1993年度の (財)大阪府埋蔵文化財協会の調査。

① 泉南市教育委員会「幡代遺跡97-2区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書rv』 (1998)

泉南市教育委員会「幡代遺跡」『泉南市文化財年報Nol』 (1995)

⑤ 泉南市教育委員会「幡代遣跡94 6区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Xlll』 (1996)

第13図
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第 4章 岡中遺跡の調査

第 1節 既往 の調査 (PL。 1・ 2、

岡中遺跡は、市域の西端を画する

金熊寺川右岸に位置する。現在、遺

跡の北西部は岡中集落が位置し、南

東部は耕作地 として利用 されてい

る。地形分類では沖積段丘にあたる。

なお、岡中集落の中央を北東から南

西に縦断する道は、熊野街道に比定

されており?集落内には府指定天然

記念物である樹齢数百年の楠と槙が

ある。

これまでに数多 くの調査がおこな

われているが、周辺遺跡の調査成果

と併せみると、本遺跡の形成は中世

第14図 )

以降と考えられる。遺跡の北西、現在の岡中集落において、平安時代末頃創建の寺院跡や、室町時代の

土壊墓、鍛冶関連施誤監 どが確認されている。この寺院跡に関連する周辺遺跡として、遺跡の北東約

100mに位置する林昌寺瓦窯があげられる?竹林開墾に伴い発見されたもので、露頭 した焼成室の断面

のみの調査ではあるが、平安時代末頃の複弁蓮華紋軒丸瓦などがみつかっている。また、金熊寺川の対

岸で遺跡の南西に位置する岡中西遺跡では、室町時代の耕作地の〕F水施設と考えられる石組み遺構の他

に、井戸より呪符がみつかっている9

第 2節 00-1区 の調査

1.位置 (第 14・ 15図 )

調査区は遺跡の南端部、やや西寄りに位置している。府天然記念物に指定されている「岡中の大樟と

槙」から南東へ約150mの地点であり、現在の岡中集落の南端を走る府道大阪和泉泉南線より約20m南

へ下ったところにある。周辺での調査例は多くないが、本調査区の北西約50m、 現集落の南端付近にお

いて数回の調査が実施されている。それらの調査では複数の耕作面が確認されており、中世に遡りうる

可能性も指摘されている9地形分類上は沖積段丘に属するが、先の調査などでは氾濫原が確認されてお

り、周辺にはかなりの微地形が隠されていることが明らかになりつつある。調査区の現況は更地であっ

た。 トレンチは1カ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 4。 10)

最大で約30cmの盛上を除去すると現代の床上である暗橙色混じり淡灰褐色粘質土 (約 10cm)お よび、

第14図 岡中遺跡調査区位置図
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暗灰黄色土 (約 10～20cm)がそれぞ

れ水平堆積をみせる。続いて淡黄褐

色砂質土 (約 10～ 30cm)が暗灰褐色

礫混 じり上 (約20～40cm)を 被覆す

るように堆積 しているが、 トレンチ

の北半部では暗灰褐色礫混 じり上の

直下に再び淡黄褐色砂質土が堆積 し

ているところもあり、規則的な堆積

をみせない。これらは整地層と捉え

られるものである。以下には淡褐色

砂礫が一面に拡がり、確認面より約

50cm掘 り下げても状況は変わらない

ことから氾濫原の一部を構成するも

①

②

③

④

⑤

⑥

註

11           0                 30m
・Ю つ

第15図 岡中遺跡00-1区地形図

のと考えられる。確認された氾濫原は西から東に向かって若干窪み、その標高は30.8～ 31.Omを 測る。

先の調査においても同様の氾濫原が確認されており、周辺には比較的広範に氾濫原が拡がっていること

が明らかとなった。同時にそれらの調査区は南北方向に縦に連なっていることから、それは金熊寺川旧

河道である可能性も考えられよう。

大阪府教育委員会『熊野・紀州街道 論考編 ―歴史の道調査報告書第1集―』(1987)

1988年度の泉南市教育委員会による調査。

1987年 度の泉南市教育委員会による調査。

泉南市教育委員会「林昌寺瓦窯」『泉南市文化財年4Nal』 (1995)

泉南市教育委員会「岡中西遺跡」F泉南市文化財年VRNQlJ(1995)

泉南市教育委員会「岡中遺跡94-2区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書 XIl』 (1995)

泉南市教育委員会「岡中遺跡97-1区 の調査」「泉南市遺跡群発掘調査報告書XV』 (1998)
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第 5章 北野遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、

北野遺跡は、市域の東端を画する

樫井川左岸、新家川と樫井川が合流

する付近に位置 し、地形分類では決

積段丘低位面にあたる。遺跡の南東

部を北東から南西に縦断する道は、

熊野街道に比定されてお り、遺跡の

北西には熊野九十九王子のひとつで

ある厩戸王子跡があ濯

これまで調査例があまりなく、そ

の様相は今ひとつつかみかねるが、

遺跡の北部で平安時代後期の掘立柱

建物や井戸などの遺構が確認されて

いる?このうち掘立柱建物は桁行が

第16図 )

7間以上あるとされ、当該時期の掘立柱建物 としては市内でも数少ない大規模なものである。また、遺

跡のほぼ中央部において、平安時代の掘立柱建物などが確認されている?こ のように調査例は数少ない

が、熊野街道に面し王子跡が隣接する当遺跡は、今後の調査で中世に前後する時期の遺構が確認される

可能性は高い。

第2節 00-1区 の調査

1.位置 (第 16。 17図 )

調査区は、遺跡の南東部で地形分

類では洪積段丘中位面にあたる。樽  「

井町役場昭和28年発行の『樽井都市

計画区域全図』をみると、調査区付

近は丘陵であったようだが、現在は

宅地開発などで原地形が大きく改変

されている。調査区の北西100mの

地点における調査では、中世の遺構

や遺物が確認されている?現況は更
地で、 トレンチは1カ 所設定した。

一Ｆ
‐
‐脂

ガ

ｄ

＼

＋

―

1:Ь∴差o           150m岳 姦再
|                       .● と猛

第16図 北野遺跡調査区位置図

信 遠 大 首 代

0                3(
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2。 層位と遺物の出主状況 (PL―.4,■ )

表上 (1層・約20clll)を 除去すると、黒褐色シルト (2層・約20cm)、 灰白色粘主混じり明黄褐色粗砂

●層…約100cn～)にいたる。2層は旧表上、3層は無遺物層だと考えられる。このうち、3層の上面で遺

構検出をおこなつたが、遺構は確認されず、遺物も出上しなかった。

註 ③ 大阪府教育委員会『熊野 `紀州街道 諭考編 下歴史の道調査報告書第鰺静―』(1987J

② 泉南市教育委員会「北野遺跡J『泉南市文化財年IFNclJ(1995)

③ 泉南市教育委員会「55 7区の調査」「男塁遺跡発掘調査報告書HJ(1981)

④ 泉南市教育委員会「北野遺跡の調査」『泉南市追跡群発掘調査報告書�咀J C2000)
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第 6章 仏性寺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、 第19図 )

仏性寺跡は、樫井川と新家川の合流地点の南西に位置し、地形分類では洪積段丘低位面にあたる。現

在の大苗代集落の北側に位置し、近年宅地化が進んではいるが、いまだそのほとんどが耕作地として利

用されている。遺跡内には「薬師堂」や「大門」などの小学名が残る?ま た遺跡の南側を、北東から南

西に縦断する道は熊野街道に比定されている。

仏性寺跡は、これまでの調査成果から中世以降近世にかけて存在 したと考えられる。以下、関連する

調査成果をみていくこととする。遺跡の北西部における調査で、遺構面が2面確認されている電 それぞ

れの遺構面で土坑が確認されてお り、このうち上面の直上包含層からは青白磁片が確認されている。遺

跡の西部における調査では、近世の暗渠や中世の石組み遺構などとともに、包含層から巴紋軒丸瓦や唐

草紋軒平瓦などが確認されている0遺跡の中央部では、中世の包含層が確認されているほカギ 明確な時

期は不明ではあるが整地層が確認されているP一方、遺跡の東部では、旧耕作上のみで整地層および瓦

類などの寺院に関連するであろう遺構および遺物は確認されなかった。このように仏性寺跡の明確な寺

院遺構は確認されてはいないものの、その位置が想定し得るような調査成果がこれまで得られており、

今後の調査が期待される。

第 2節 00-1区の調査

1.位置 (第 18・ 19図 )

調査地は遺跡のほぼ中心部、市道

赤井神社線に南面 した地点である。

調査区の南西には87-1区が隣接 し

ており、その成果では近世および中

世に属する二時期の遺構面が確認さ

れ、特に中世のものとして、寺院附

属庭園とも考えられる落ち込みや配

石遺構などが確認されてい規

地形分類上は低位段丘上に属す

る。現況は休耕田であり、 トレンチ

は1カ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況

(PL.4・ 11)

確認 された層序はいずれ もほぼ水平堆積 をみせる。まず現代の滋味土である灰黒色土 (約10cm)お よ

び、床上である燈色混 じり淡灰褐色土 (約 10cm)を 除去すると、明橙色混 じり淡灰褐色粘質土 (約30cm)

l oo_1

第18図 仏性寺遺跡00-1区地形図
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第19図 仏性寺跡・坊主池遺跡 。中小路西遺跡調査区位置図

が現れる。同層は橙色粘上のプロックと淡灰褐色土が緩やかに互層をなすもので、その堆積状況から耕

作に伴う盛土と考えられるものである。つづいて旧耕作上である淡灰褐色粘質土 (約25cm)が認められ、

土師器や瓦質土器など、極細片ではあるが中世を中心とした遺物を含んでいる。

以下には粘性の強い淡灰色粘土 (約35cm)が ひろがっており、続いて淡白灰色砂 (約 15cm)にいたる。

どちらも瓦の細片が多く出土し、また砂層からは湧水が激しかった。更に下層にはクサリレキを多量に

含む暗灰色砂質上がひろがっている。同層は比較的安定しており、確認面から約50cm程掘削しても変化

が認められないことから地山であると認定されるものである。地山の状況としては隣接する87-1区 と

ほぼ共通のものと考えてよいだろう。

これら確認された層位のうち、淡灰褐色粘質土層以下の各層の上面において精査をおこなったが、遺

構は全く確認されなかった。併せて地山直上に堆積している2層 については、人為的な堆積によるもの

ではなく、自然堆積によるものと捉えられることから、当調査区は中世期には湿地または沼地状であっ

たため、土地利用はあまり活発にはおこなわれなかった可能性がある。

´
費

「仏性寺跡の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書V』 (1988)

「5卜 8区 の調査」『男里遺跡発掘調査報告書Ⅱ』(1981)

「仏性寺跡の調査」F泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅶ』(1990)

「仏性寺跡の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書X』 (1993)

”
　
一
ｒ
キ

‐‐

①

②

③

④

⑤

⑥

註 泉南市教育委員会

泉南市教育委員会

①と同じ。

泉南市教育委員会

泉南市教育委員会

①と同じ。
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建 設 市 )

第 7章 氏の松遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1・ 2、 第20図 )

氏の松遺跡は、樫井川左岸の段丘に位置し、地形分類では洪積段丘低位面にあたる。現在、遺跡の中

央を南北に市道が縦断している他は、その大半が耕作地として利用されている。

これまでのおもな調査例として、市道新設に伴う発掘調査があげられな2こ の調査は、遺跡の中央を

南北に縦断するもので、北側では弥生時代前期の集落跡が、南側では中世の耕作痕や灌漑水路が確認さ

れた。

弥生時代前期の集落は、 りんくうタウンの埋立がおこなわれる以前の海岸線から80mの地点に位置す

る。周辺の微地形をみると、集落が標高8mほ どの微高地に位置し、その南西および北東を谷地形がと

りまく。この微高地と谷地形とは約2m程の比高差がある。集落は掘立柱建物で構成され、棟持柱を伴

うものもみられる。前期中段階の上器が伴い、突帯紋土器は確認されていない。確認された弥生時代前

期の奏は、口縁端部からやや下がる位置に刻目がほどこされた突帯がつくものである。

中世の遺構は耕作痕、灌漑水路、井戸などが確認されている。これらの耕作に関連する遺構は、おお

むね12世紀から14世紀のものと、14世紀末以降のものにわけられる。溝や井戸などの灌漑関連の遺構の

休 ‖l

・氏の松遺跡調査区位置図

「裂縛

第20図  岡田遺跡
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変遷をみると、12世紀から14世紀代にかけて大規模な灌漑水路が掘削され機能していたと考えられるが、

14世紀末以降になると灌漑水路は埋没しそれにかわって井戸がみられるようになる。12世紀代における

灌漑水路掘削による段丘面の開発のはじまりと、それ以降の潅漑施設の変遷を示すもので、中世におけ

る段丘面の開発過程とその変遷を考えるうえで興味深い資料といえる。

第 2節 99-1区 の調査

1.位置 (第20。 21図 )

調査地は、遺跡の北西端に位置

し、遺跡 を南北に貫 く市道市場岡

田線が府道布施屋貝塚線 と交差す

る側道に接 している。弥生集落の

確認された地点か らは、北西に約

80mほ ど離れてお り、標高は約2m

低 くなっている。

地形的には、段丘面の先端部分

に立地 しているもの と考えられ、

調査地から北西約50mに は、府道

に沿って比高差約3mの段丘崖が存

在する。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.5

盛土 (約 25cm)、 現代の滋味上、

黄褐色粘性シル トの地山にいたる。

。
11)

床上である黒色、黒灰色砂質シル ト (約20cm)の下層は、す ぐに

遺物は、出土しなかった。

1 /

.Ⅲ

rri:キ

.1.

r     iI

3.遺構 (PL。 5'11)

トレンチ東2/3で土坑状の落ち込みを確認した。遺構の肩はまっす ぐに検出され、なだらかに落ち込

んでいる。深さ約35cmを 測 り、底面は平坦である。埋土は褐灰色、灰褐色等の砂質シル トの水平堆積

で、地山をブロック状に含んでいる層もある。遺構すべてが トレンチ外に伸びるため形状は不明である

が、市道調査時においても多 く検出されている近代の粘土採掘坑と考えられる。遺物は、出土しなかっ

た。

註 ① 泉南市教育委員会『岡田西・氏の松遺跡発掘調査報告書』(1995)

第21図  氏の松遺跡99-1区地形図
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第 8章 岡田遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1・ 2、 第20図 )

岡田遺跡は、樫井川左岸の下流域に位置し、地形分類では洪積段丘低位面にあたる。現在、遺跡の北

東に岡田集落の一部が含まれるほかは、その大半が耕作地として利用されている。岡田集落は、岡田浦

とも呼ばれ、近世には漁業および廻船業でにぎわったとされ混

過去の調査では、弥生時代以前(  
②

の石鏃や、平安時代以前の須恵器

' 

③
贅どのほかは、基本的には中世以降

のものが確認されている。現在の岡田集落内における調査では、中世の掘立柱建物と考えられる柱ズち

どのほか、中世末から近世初頭にかけての瓦が出上した土坑が確認されている?現在耕作地として利用

されている範囲では、おもに旧耕作土層で構成される複数の遺構面およびその直下の層位をベースとし

て耕作痕などの遺構が確認されている。これらの耕作地の開発がはじまった年代は、南西に隣接する氏

の松遺跡などで検出された灌漑水路の掘削年代孫 ら、12世紀代以降と考えられる。また興味深いものと

しては、近代の煉瓦生産に伴う粘土採掘坑など亀 みられる。

このように、これまで確認されている調査成果と現在の景観とに大きな差異はなく、

の土地の利用形態は基本的には中世以降において大幅な変化はないものと考えられる。

流域における中世以前の集落域は、弥生時代前期の集落跡が確認された氏の松遺跡や、

刀

ｄ

＼

＋

―

―ＩＬ
＼

古墳時代後期の集落跡が確認された岡田東遺訴監 ど近隣の遺跡に求めるべきであろう。

第 2節 00-1区 の調査

ユ。位置 (第20。 22図 )

調査区は、遺跡の北西部で、地形

分類では洪積段二低位面にあたる。

造成される以前は、耕作地として利

用されていた。近年、調査区周辺で

の調査がおこなわれているがP近代
の煉瓦造りに伴う粘土取 りのため、

旧耕作土以下は削平されている箇所

が多い。現況は更地で、 トレンチは

1カ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況

(PL.5。 12)

宅地造成に伴う盛土 (1層・約100

cm)を 除去すると、明黄色粘土ブロ

cm～ )にいたる。2層 は現代耕土層、

第22図  岡田遺跡00-1区 、99-5区地形図

ック混 じり暗褐色シル ト (2層・約30cm)、 明黄色粘土 (3層・約25

3層 は煉瓦造 りの粘土として利用された土層と考えられる。2層直

遺跡の範囲内で

樫井川左岸の下

弥生時代後期と

オ
=
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下において、遺跡南西部で一般的にみられる旧耕作土層がないことから、調査区は近代の粘土取りのた

め削平されたと考えられる。このうち、3層の上面で遺構検出をおこなったが、遺構は確認されなかっ

た。

第 3節 00-2区 の調査

1.位置 (第20。 23図 )

調査地は岡田遺跡の中央やや北東

部に位置する。周辺は当遺跡内にお

いても個人住宅等に伴う小規模な調

査が比較的集中しておこなわれてい

る地域である。調査地の南側隣接地

においては、中世の掘立柱建物を構

成すると考えられる柱穴が検出され

ておりP当該期の集落のひろがりを

示すデータが得られている。

2.層位と遺物の出土状況

(PL。 5。 12) 第23図  岡田遣跡00-2区地形図

層序は、第1層 ・盛土 (約 50cm)、

第2層・暗灰色土 (約 20cm)、 第3層・灰色土 (約 5cm)、 第4層が地山の明黄褐色粘質土と続 く。断面の観

察であるが、地山上面から切 り込む落ち込みが確認できた。埋土は淡灰色上で、遺物の出土はないが比

較的新 しいものと考えられる。粘土質な地山や周辺の調査成果から、粘土採掘坑の可能性が指摘できる。

第 4節 99-5区 の調査

1.位置 (第20。 22図 )

調査区は、遺跡の北方、現在の岡田集落の西はずれに位置する。近年、遺跡北方の住宅地および、農

地で調査件数が増加 しており、広範囲に近世から近代における粘土採掘坑が確認されている。昨年度報

告分の99-3区 トレンチからは、北西に15mの地点に位置する。地形的には、樫井川左岸の低位段丘面上

に立地するものと考えられる。

2.層位 と遺物の出土状況 (PL.5。 12)

層位は、近隣における調査とは若千異なりやや明瞭な層位の変化が認められた。盛土および旧滋味土

(約 40cm)、 現代の床土である褐色砂質シル ト (約 10cm)の下層には、明褐色砂質シル ト (約 15cm)、

褐灰色砂質シル ト (約 10cm)、 褐色粘性シル ト (約5cm)、 暗黄褐色粘性シル ト (約 10cm)等のかなり

薄い旧耕作土と考えられる層が数層確認される。地山の直上には、黒褐色、暗褐色の粘性上が約10cm
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にわたって確認される。ブロック状を呈しており、

色のクサリレキを多く含んだ粘性シルトであった。

第5節 99-6区の調査

人為的な整地状の地層と考えられる。地山は、黄褐

遺構、遺物は確認されなかった。

1.位置 (第20。 24図 )

調査区は遺跡の北端部、やや中央

よりに位置し、市道中小路岡田線に

西面する。周辺では中小路岡田線敷

設に伴う調査の他、市道を挟んだ正

面約20mの 地点では99-4区の調査

などが行われ、周辺は粘土採掘によ

り、大規模に削平されていることが

明らかとなっている?地形分類上は

低位段丘面に属する。 トレンチは1

カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 第24図  岡田遺跡99-6区地形図

(PL。 5。 13)

現代の滋味上である灰黒色土 (約20cm)お よび床上である暗橙色混 じり灰色土 (約 15cm)の 下には灰

色混 じり淡褐色砂質土 (約40cm)が ひろがっている。直下に地山である黄灰色礫混 じり粘上がひろがる

ことか ら、粘土採掘後、再び耕地 とするために搬入 された整地層 と捉 えられる。遺構や遺物は確認 され

なかった。

註 ① 泉南市史編纂委員会「第3章 交通と産業」『泉南市史 通史編』(1987)

② 泉南市教育委員会「岡田遺跡90-3区 の調査」F泉南市遺跡群発掘調査報告書ⅨJ(1992)

③ 泉南市教育委員会「岡田遺跡90-2区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』(1992)

④ 泉南市教育委員会「岡田遺跡97-1・ 2区の調査J『泉南市遺跡群発掘調査報告書ラ6′ 』(1992)

⑤ 泉南市教育委員会「岡田遣跡90-1区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』(1992)

③ 泉南市教育委員会『岡田西・氏の松遺跡発掘調査報告書』(1995)

⑦ 1996年に実施された市道新設に伴う調査。

③ ⑥と同じ。

③ 泉南市教育委員会「岡田東遺跡91-1区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書X』 (1993)

石橋広和「弥生時代終末期における和泉南部地域の集落遺跡の変化」『古代』第99号 早稲田大学考古学研究会 (1995)

泉南市教育委員会「岡田遣跡99-3・ 98-3区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書 XVll』 (2000)

泉南市教育委員会「岡田遺跡96-1区 の調査」F泉南市遺跡群発掘調査報告書 XIV』 (1997)

1994年 度、泉南市教育委員会の発掘調査による。

泉南市教育委員会「岡田遺跡99-4区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書 XVl』 (2000)

⑩

⑪

⑫

Ⅵ山/
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第 9章 下村遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、

下村遺跡は、新家川右岸に位置し、

地形分類では洪積段丘低位面にあた

る。現在、遺跡東半には下村集落が

位置し、西半は耕作地として利用さ

れている。

本遺跡における調査は本件で3例

目で、市内の他の遺跡と比べると調

査例は少ない。

これまでの調査では、中世の柱穴

と近世のカマ トキ、弥生時代中期の

土坑、中世の掘立柱建物、近世およ

び近代の上坑などが確認されてい

第25図 )

る。

このように本遺跡は数少ない調査例にもかかわらず、断続的ではあるものの弥生時代以降の遺構や遺

物が確認されている。市内における古代以前の遺跡の分布は、市域の東西を画する男里川と樫井川の両

河川下流域に集中する傾向がみられるが、特に新家川流域は当該時期における遺跡の分布が密な地域で
①

ある。周辺の遺跡では、弥生時代では対岸の新家川左岸に位置する向井山遺跡で中期の方形周溝墓が、
④

東側の丘陵上に位置する新家オ ドリ山遺跡で後期の集落が確認されている。古墳時代では、東側の丘陵

上に新家古墳群、フキアゲ山古墳など小点在 している。また、中世の新家谷に関する古文書である F日

輸山青明寺代々記洋三谷古記』勁ミ伝わり、中世の耕地開発および村落形成を、発掘調査の成果以外から

も伺い知ることができる。周辺遺跡での調査成果と対比することで、小河川流域での土地利用および集

落の変遷過程があとづけでき、今後の調査成果が期待される。

第 2節 00-1区 の調査

1.位置 (第25'26図 )

調査区は、下村遺跡の中央部で地形分類では沖積段丘にあたり、現在の下村集落の南西端に位置する。

なお調査区の北東約30mでおこなわれた調査では、弥生時代中期や中世の遺物、遺構が確認されている?

現況は更地で、 トレンチは1カ 所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 5。 13)

盛土 (1層・約140cm)を 除去すると、礫混じり黄褐色粗砂 (2層 )にいたる。このうち、2層 は基盤層

と考えられる。盛上である1層直下に旧表土が残っていないことから、盛土に伴う削平が2層 まで及んで

第25図 下村遺跡調査区位置図
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いる可能性は高い。この盛上の施さ

れた年代は、遺物が出上していない

ので判断しかねるが、きわめて新 し

いものであろう。2層 上面で精査を

おこなったが遺構は確認されず、遺

物は出土しなかった。

① 泉南市教育委員会「下村遺跡の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書X』 (1993)

② 泉南市教育委員会「下村遺跡95-1区 の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�I』 (1996)

③ 泉南市教育委員会『泉南市向井山遺跡発掘調査報告書』(1971)

④ 泉南市史編纂委員会「戦国時代の泉南地方」F泉南市史 通史編』(1987)

⑤ ④と同じ。

⑥ ④と同じ。

⑦ ②と同じ。           ｀

第26図  下村遺跡00-1区地形図
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第10章 フキアゲ山東遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL.1・ 2、 第28図 )

フキアゲ山東遺跡は、新家川と樫井川に挟まれた南北にのびる丘陵上の標高40m付近に位置し、地形

分類では洪積段丘高位面および丘陵にあたる。現在は宅地開発などにより造成され、原地形を残す箇所

は少ない。

本遺跡では、市立小学校の建設に伴い、発掘調査がおこなわれている?こ の調査では、縄紋時代前期

の土器や、弥生時代の太型蛤刃石斧がみつかったほか、2基の古墳が確認されている。調査対象となっ

たフキアゲ山1号墳は、直径15mの 円墳で5世紀後半のものとされる。主体部は木棺直葬で、須恵器や碧

玉製管玉などが出土している。

周囲の遺跡をみると、古墳では兎田古墳群や新家古墳群などが同一丘陵上に点在 しているほか、弥生

時代後期の集落が確認された新家オ ドリ山遺跡が位置する?こ れらの遺跡が点在する丘陵上は、宅地開

発などで造成され原地形をとどめる範囲がす くないものの、削平をまぬがれた箇所では遺構や遺物の発

見される可能性は高 く、今後の調査が期待される。

第 2節 00-1区 の調査

1.位置 (第27。 28図 )

調査区は、遺跡の中央部で地形分

類では洪積段丘高位面および丘陵に

位置する。本遺跡の範囲内に含まれ

るフキアゲ山1号墳の南西約50mの

地点にあたる。

遺跡の位置する丘陵上は、住宅地

の造成により原地形が改変されてい

る箇所が多いものの、調査区付近は

丘陵の頂部で北東側には谷地形がひ

らけており、原地形の残されている

可能性が想定できる箇所である。現

況は更地で、 トレンチは1カ 所設定

した。

第27図  フキアゲ山東遺跡00-1区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 5。 13)

表土 (1層・約15cm)を 除去すると、褐灰色細砂と橙色細砂が互層に堆積 している層 (2層・約50cm～ )

にいたる。l層 は宅地造成に伴う盛土、2層 は基盤層と考えられる。1層直下に旧表上がみられないこと

から、宅地造成による削平が2層 まで及んだものと考えられ、原地形自体が削平されている可能性が高
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い。このうち、2層の上面で遺構検出をおこなったが、遺構は確認されず遺物も出土しなかった。

註 ① 泉南市史編纂委員会「原始の泉南」F泉南市史 通史編』(1987)

② ①に同じ。

第27図  フキアゲ山東遺跡・新家オ ドリ山南遺跡調査区位置図
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第11章 まとめ

平成12年度の文化財保護法に基づいた埋蔵文化財包蔵地内における発掘届出および通知は、第1表に

示したとおり、平成12年 12月 31日 現在で29件を数える。本書で報告するのは、平成11年 1月 1日 から平成

12年 12月 31日 までの、個人住宅建設などに伴う発掘調査の成果である。

各遺跡における内訳は、第2表に示したとお り男里遺跡10件、幡代遺跡1件、岡中遺跡1作、中小路西

遺跡1作、坊主池遺跡2作、北野遺跡1件、仏性寺跡l件、氏の松遺跡1作、岡田遺跡 4件、下村遺跡1件、

フキアゲ山東遺跡1作、新家オ ドリ山南遺跡1件である。このうち、前年度における発掘調査のうち未報

告分は、男里遺跡2件 (99-9・ 10区 )、 幡代遺跡1件 (99-1区 )、 氏の松遺跡1件 (99-1区 )、 岡田遺跡2

件 (99-5・ 6区)である。

以下、今回報告する調査成果とこれまでの調査成果を比較することで本書のまとめとしたい。

男里遺跡では10件の調査成果を報告している。遺跡の北東部および、中央部の双子池東側、そして西

部の男里集落付近での調査であった。

はじめに遺跡中央の双子池東側における調査からみていくこととする。00-l区では、弥生時代終末

期から古墳時代初頭の遺構面を確認した。この遺構面直上にみられる暗褐色系の粘土層は、遺跡の中央

部、現在の男里集落と馬場集落の間の耕作地、地形分類では自然堤防の部分を除いた氾濫原及び谷底低

地、旧河道、沖積段丘の一部にあたる箇所にひろく堆積がみられる。遺跡のほぼ全域でこの層位をベー
①

スとして遺構が確認されているが、北東部において平安時代の掘立柱建物が確認されている箇所が一部

あるものの、そのほかでは中世以降の耕作痕などの遺構が確認されている。このことから、暗褐色系の

粘土層はおおむね中世以前の堆積 と考えられる。

この暗褐色系の粘土層がみられる範囲は、中世以前に湿地状であったことを示すものと考えられ、当

時は大規模な灌漑施設を敷設せずとも容易に耕地化が可能な環境といえる。このため、この層位が分布

する範囲において中世をさかのぼる時期の水田などの生産域が存在する可能性が考えられる。さらに、

暗褐色系の粘土層の直下で確認される遺構の時期は遺跡内でも調査 した地点によって若千時期差がみら

れることから、各時期における水田などの生産域の限定がおこないうる可能性が指摘できる。これまで

の調査では、調査区の北約200mに位置する95-1区で縄紋時代晩期の遺構苦軍同じく北西約300mの 00

-9区で弥生時代中期前葉の遺構面、調査区の東約100mに位置する95-2区 で飛鳥時代の掘立柱建物や

竪穴住居が確認されていることから、この層位の堆積が始まった時期は遺跡内でも地点によって異なる

と考えられる。おそらく、遺跡中央にみられる旧河道が、頻繁に川幅が増減し蛇行を繰り返すような不

安定な河道であったことに起因するものであろう。このように遺跡内各所における暗褐色粘土直下の遺

構面の帰属時期を把握することは、それ以前の時期における生産域を限定する重要な根拠といえる。

また、00-1区で確認した遺構面は、弥生時代終末期から古墳時代初頭のものであるが、調査区周辺

で同時期のものと考えられる遺構面のひろがりが確認されている。大阪府教育委員会による決子池下池

の堤体改修に伴う一連の調査のうち、1996年の調査では安定した遺構面と大遷器、1999年の調査では柱
⑥

穴などの遺構が確認されている。これらの双子池下池の堤体東半において確認された遺構面は、直上の

黒褐色土層が削平されている箇所はあるものの、今回の調査で確認されたものとほぼ同時期であると考

えられ、当該時期の集落域の範囲が双子池下池東側付近と推定できる。
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00-ユ 区の東側50mに位置する00-4区では、旧耕作土直下の層位から須恵器などがみつかっている。

調査区の東20mに位置する96-1区 では飛コ鳥時代の掘立柱建栃株 どが確認されてお り、今回の調査では

遺構は確認できなかったが、旧耕作土直下の層位がこれとほぼ同時期のものであることから、調査区周

辺における当該時期の遺構のひろが りが想定できる。

このように、遺跡の中央部、特に双子池東側においては、弥生時代終末期から古墳時代初頭および古

代の集落域の存在が確認されつつある。また、双子池西側から男里集落南東において、古代の集落域の

存在が想定できる。今後、各時期における集落域の検出および集落範囲のさらなる限定が期待される。

次に遺跡の北東部における調査をみていくこととする。99-9区は遺跡北部における調査である。河

川堆積を呈する層位が確認され、縄紋土器が出土した。周辺では、南西約50mの 地点で滋賀里Ⅲ式P同

じく約80mの 00 9区 では滋賀里Ⅳ式、南約100mでは船橋式から長原式の上器群券それぞれ確認されて

お り、縄紋時代晩期の遺構群のひろが りが期待できる地点である。今回の調査地は、河川埋土からの出

上であるが、周辺に当該時期の遺構群が存在する可能性が高まったといえる。

00-2区 では、遺構および遺物が確認されていないものの、中世以前の耕作地など生産域を推定する

上で貴重な成果が得 られた。今回の調査で確認した旧耕作土層直下の3層 は、遺跡北東部にひろくみら

れる層位で少なくとも中世以前の堆積であると考えられる。その直下でシル ト質の土層が確認されてい

るが、調査区より東側になると、旧耕作土直下には礫層がみられ東にいくほどレベルをあげていく。つ

まり今回の調査区より以東は耕作地としては不向きな地域と考えられる。このことから、中世をさかの

ぼる時期の水田などの生産域が、本調査区から男里集落の東端までに存在する可能性が高いと考えられ

る。また、近接する00-3区では、旧耕作土直下で河川の氾濫作用に起因する層位を確認した。この上

層は、直上の層位から出土した土器から、少なくとも中世以前の堆積と考えられる。このことから調査

区付近が地形的に安定するのは中世以降であろう。

このように、遺跡の北東部においては、縄紋時代の遺構群のひろがりが期待でき、その確認が課題と

いえる。また洸子池北側、地形分類でいう旧河道縁辺は、中世以前において湿地状を呈していたと考え

られ、中世以前の水田などの生産域の存在が想定できる。

最後に遺跡の西部、男里集落付近における調査をみていくこととする。00-5区および00-6区 は、現

在の男里集落の南西端での調査である。付近には近世以降、男里川に設置された霞提が存在 していたと

される。このうち00-5区 では、近世以降の整地層が確認され、その直下は河川の氾濫作用による堆積

状況を呈 していた。この近世以降の整地層は、調査区の西約30mの 98-2区や、近接する93-6ピ洛 も確

認されている。一方、00-6区 では、同様の整地層は明確には確認されず、旧耕作土直下は河川堆積で

あった。これらの調査成果は、近世以降の整地の範囲を示す資料といえよう。

00-7区 は、光平寺跡の北西に隣接する地点での調査である。調査では、2カ 所の トレンチ決方で基盤

層と考えられる礫層が、南西方向にむかってレベルを下げていることが確認された。また、男里川寄 り

の第1ト レンチではこの基盤層の直上に河川堆積を呈する土層がみられ、付近が男里川の氾濫作用に影

響を受けた箇所であったことが確認された。ただし、これより東側になると安定した地形であったよう

である。調査区の東約20mの55-1区 では、鎌倉時代の掘立柱建冴祢確認されてお り、このことから調

査区の東側に位置する現在の男里集落、地形分類で自然堤防にあたる箇所では、中世以降安定した地盤

がひろがっていたと考えられ、今回の調査で確認された河川堆積は、中世以降の集落域の西端を示すも
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のといえる。

0併 8区および99-10区は、現在の男里集落内での調査である。このうち00-8区では表土直下におい

て、近世以降のカマドを検出した。数cm単位に上層をつきかためてつくられたもので、廃棄後人為的に

埋め戻されて整地されている。近世以降の男里集落の変遷を考えるうえで興味深い成果といえる。また

99-10区では、近世以降の整地上が確認されている。その直下の上層で土師器および須恵器の小片が確

認されている。調査区東約30mでは奈良時代および平安時代の掘立柱建瘍迭 どが確認されており、今回

の調査区付近まで当該時期の遺構の存在が想定できる。

このように遺跡西部の男里集落付近では、中世以降の集落の存在が想定できる。男里集落内での調査

における遺構の把握はもちろんのこと、現在の男里集落縁辺の調査により各時期の集落域の限定が可能

であり、今後の調査が期待できる。

幡代遺跡では、遺跡北部の幡代集落内での調査であった。野井戸などを確認した。遺物が出土せず帰

属時期は不明ではあるがおそらく近世以降のものと考えられる。遺跡東半においては掘立柱建物や耕作

痕など、中世以前の資料が得られているものの、現在の幡代集落内での調査例は少ないなか、現在の景

観が形成される過程を示す貴重な資料が得られたといえる。

岡中遺跡では遺跡の南端部における調査であった。金熊寺川の氾濫作用に起因すると考えられる層位

を確認した。調査区は岡中集落の外れに位置し、護岸が施されるなど金熊寺川の流れが安定する以前は、

不安定な土地であったことが想定できる。

北野遺跡では、遺跡の南東部における調査であった。付近は宅地造成により原地形の改変を受けてい

るものの、昭和30年代までは調査区付近は小高い丘陵が存在していた。今回の調査区では、完全に削平

されていたため遺構や遺物は確認できなかったが、調査区南東約30mに は7世紀半ば創建の海会寺跡が

位置し、付近を熊野街道がとおる。周辺にはこれらに関連する施設が遺存している可能性が指摘でき、

今後の調査が期待できる。

仏性寺跡では、これまでの調査成果から遺構の存在が期待できる地点での調査であった。付近では明

確な寺院関連施設は確認されていないものの、中世の石組み遺構や軒翠 整地層など券確認されており、

その成果が期待されたが、旧耕作土より下層において湿地状の自然堆積が確認され、若干の瓦が出上し

たのみであった。今回の調査では寺院に関連する施設は確認できなかったが、寺域の限定をおこなうう

えで、今回の調査成果は有意義なものといえる。

氏の松遺跡における調査は、段丘上に位置する弥生時代前期の集落域9ヽ ら80m程北西にあたり、2mほ

どレベルを下げる。旧耕作土直下の遺構面では近代以降の粘土採掘坑を確認した。岡田遺跡の南西部を

含めて、付近ではこのような粘土採掘坑が確認されている。今回報告する岡田遺跡においても同様の遺

構が確認されており、市内における近代産業史の解明に有効な考古資料といえよう。

岡田遺跡では遺跡南西部における調査であった。いずれも旧耕作土直下において近代の粘土採掘坑と

考えられる痕跡が確認されている。近隣における聞き取りによると、煉瓦造りに伴う粘土取りは、20世

紀初頭に盛んにおこなわれていたもので、耕作地の床土直下の責褐色粘土層を採掘していたそうである。

下村遺跡では遺跡南西部、現在の下村集落内における調査であった。弥生時代中期や中世の遺構が確

認された95-1区の南東約20mの地点で、同様の調査成果が期待されたが、表土直下は盛上であり遺構

および遺物は一切確認できなかった。遺跡の現況をみると、下村集落内はこれまで中世以前の遺構が遺
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存 していることが確認 された地点 よりもレベルを下げているが、今回の調査成果か ら、現在の集落形成

に伴い予想以上に削平を受けている箇所が多い可能性 も考えられる。

フキアゲ山東遺跡では遺跡の中央における調査であった。遺跡が位置する丘陵上には、フキアゲ山古

墳、新家古墳 などの墳墓群のほか、新家オ ドリ山遺跡など集落跡 も確認されているものの、宅地造成に

より大幅に削平 されている。今回の調査区は、完全に削平を受けていたが、付近にこれらの遺構群が遺

存する可能性 も捨て きれない。現況 と対比 しつつ遺構が遺存する可能性が考えられる箇所 においては、

今後 も確認が必要であろう。

以上、最新の調査成果をもとに、今回報告 した各遺跡の様相について概観 してきた。発掘調査の成果

により、市内における地区単位での歴史的変遷、市内もしくは泉南地域 における産業史など、多角的な

視点か ら見た歴史像が素描できる。関連諸分野の成果を併せみることで、さらに豊かな歴史像が描 くこ

とができる。長年の調査成果の蓄積 により、それが可能な遺跡および視点 も存在する。今後 も調査成果

の積み上げと、その解釈および認識の再検討、再構築が必要である。
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1 正法寺跡 守 野々宮遺跡 樫井城跡 引谷池窯跡 林昌寺瓦窯跡

2 小垣 内遺跡 48 総福寺天満宮本殿 奥家住宅 兎田遺跡 林昌寺銅鐸出土地

3 大谷池遺跡 宮ノ前遺跡 道ノ池遺跡 フキアゲ山東遺跡 岡中遺跡

4 大久保 B逮跡 垣外遺跡 96 岡ノ崎遺跡 142 フキアゲ山1号墳 188 高田山古墳群

5 下高田遺跡 屯 田遺跡 97 中菖蒲遺跡 143 フキアゲ山 2号墳 190 岡中西遺跡

6 紺屋遺跡 人王子遺跡 98 岸ノ下遺跡 144 兎田古墳群 190 雨山南遺跡

7 口無池遺跡 慈眼院金堂・多宝塔 99 諸 目遺跡 145 池尻遺跡 福島遺跡

8 東円寺跡 54 日根神社遺跡 城ノ塚古墳 中の川遺跡 尾崎海岸遺跡

9 降井家屋敷跡 西ノ上遺跡 禅興寺跡 岩の前遺跡 馬川北遺跡

大久保C遺跡 56 川原遺跡 102 ダイジョウ寺跡 別所北遺跡 馬川遺跡

11 中家住宅 母山遺跡 上之郷遺跡 149 別所遺跡 下出北遺跡

大久保A遺跡 母山近世墓地 104 向井代遺跡 高野遺跡 室堂遺跡

五門北古墳 向井 山遺跡 05 意賀美神社本殿 昭和池遺跡 197 平野寺 (長楽寺)跡

14 五門遺跡 鏡塚古墳 向井池遺跡 152 上村遺跡 向出追跡

五門古墳 梨谷遺跡 三軒屋遺跡 153 狐池遺跡 199 高田西遺跡

大浦中世墓地 鬱 笹ノ山遺LTh 川原遺跡 154 上野中道遺跡 200 向山遺跡

大浦遺跡 土九遺跡 岡田東遺跡 宮遺跡 高田南遺跡

甲田家住宅 土九南遺跡 岡田遺跡 宮南遺跡 和泉鳥取遺跡

久保 B遺跡 雨山城跡 11 氏の松遺跡 芋掘遺跡 203 雨 山遺跡

鳥羽殿城跡 土九城跡 座頭池遺跡 石 ケ原遺跡 内畑遺跡

墓の谷遺跡 下大木遺跡 岡田西遺跡 159 高倉山南遺跡 205 Il田池古墳

木迎寺本堂 大木遺跡 新伝寺遺跡 160 本田池遺跡 206 正方寺遺跡

池 ノ谷遺跡 稲倉池北方遺跡 中小路北遺跡 上代石塚遺跡 207 西畑遺跡

成合寺遺跡 大西遺跡 中小路西遺跡 162 信之池遺跡 208 自然田遺跡

山ノ下城跡 松原遺跡 中小路遺跡 163 滑瀬遺跡 209 玉田山遺跡

山出遺跡 中開遺跡 坊主池遺跡 六尾遺跡 玉田山古墳群

上瓦屋遺跡 末廣遺跡 中小路南遺跡 六尾南遺跡 玉田山須恵器窯跡

湊遺跡 74 安松遺跡 120 北野遺跡 金熊寺遺跡 寺田山遺跡

壇波羅密寺跡 長滝遺跡 一岡神社遺跡 専徳寺遺跡 黒田西遺跡

壇波羅遺跡 植田池遺跡 122 海会寺跡 天神ノ森遺跡 鳥取北遺跡

佐野王子跡 郷ノ芝遺跡 123 海会寺瓦窯 キ レ ト遺跡 鳥取遺跡

上町東遺跡 日根野遺跡 124 大苗代遺跡 170 高 田遺跡 鳥取南遺跡

市場東遺跡 机場遺跡 仏性寺跡 男里北遺跡 黒 田南遺跡

若宮遺跡 棚原遺跡 海営宮池遺跡 172 戎畑遺跡 神光寺 (蓮池)遺跡

上町遺跡 羽倉崎東遺跡 市場遺跡 男里追跡 三味谷遺跡

俵屋遺跡 82 羽倉崎遺跡 向井山遺跡 174 光平寺跡 220 三升五合山遺跡

北尻遺跡 83 嘉祥神社本殿 新家遺跡 光平寺石造五輪塔 小 日谷遺跡

岡口遺跡 84 道 ノ池遺跡 下村遺跡 樽井南遺跡 222 井関遺跡

中嶋遺跡 羽倉崎上町遺跡 下村北遺跡 男里真遺跡 223 石 田山遺跡

小塚遺跡 86 船岡山遺跡 132 下村 1号墳 長山遺跡 224 西鳥取遺跡

十二谷遺跡 岡本廃寺 133 新家 オ ドリ山東遺跡 山ノ宮遺跡 225 戎遺跡

42 丁田遺跡 田尻遺跡 134 新祭オドリ山遺跡 180 前田池遺跡 226 貝掛遺跡

新池尻遺跡 船岡山南遺跡 下村 2号墳 幡代遺跡 227 金岡J寺遺跡

大坪遺跡 夫婦池遺跡 新家古墳群 182 幡代南遺跡 228 塚谷古墳群

市堂遺跡 樫井西遺跡 新家オ ドリ山南遺跡 183 奥ノ池遺跡

北ノ前遺跡 92 藤波遺跡 フキアグ山西遺跡 林昌寺跡

第5表 文化財一覧表
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PL.1 泉南地域の文化財
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PL.3 男里遺跡調査区①

1灰色 シル ト

2暗橙色混じり淡灰褐色土
3淡灰掲色混じり橙色砂質土
4暗褐色混じり淡褐色土
5ク サリ礫混 じり暗褐色粘質土
6暗黄褐色粘質土
7暗掲色混じり淡褐色土
8暗黄褐色粘質土
9暗灰自色粘質土に暗褐色粘質上がプロック状に混入

ONO併 1区平面図及び断面図

1灰黒色土
2暗橙色混じり淡灰褐色砂質土
3暗褐色混じり淡灰褐色砂質土
4淡灰掲色混じり暗褐色砂質シル ト
5暗褐色礫混 じリンル ト
6にぶい暗黄褐色礫混じり上

ON00-4区 断面図

1盛土

2暗灰色 シル ト

3黄灰色 シル ト

4灰褐色 シル ト

ON00-2区 断面図

ユ盛土

2暗灰色 シル ト
3明褐色 シル ト
4茶褐色シル ト
5灰色粗砂混 じり礫 (5～ 15cm大 )

ON00-3区 断面図

引

引

＼

＋

―

北壁

6

1黄褐色 シル ト

2黒掲色 シル ト

3マ ンガン混 じり黄灰褐色 シル ト

4礫混 じり灰色 シル ト

5褐灰色 シル ト

6礫混 じり灰色 シル ト (10～ 15c皿大 )

ON00-5区 断面図

西壁

90m

第2ト レンチ

1滋味土

2赤褐色 シル ト

3明褐色砂質シル ト

4褐色礫 (粗砂混入 )

5褐色粗砂

6暗褐色粗砂

7明褐色粘土

&暗褐色礫

第3ト レンチ

ユ滋昧土

2赤褐色 ンル ト

3明褐色砂質シル ト

4礫混 じり明褐色砂質シル ト

5暗褐色礫

第3ト レンテ

第1ト レンチ
1滋味土
2明褐色砂質シルト
3明褐色粘性シルト
4褐色粘性シル ト (礫多量混入)

5明褐色粗砂
6褐色礫
Z明褐色粘土

ON00-6区 断面図

レンテ

0                            4m

東壁

北壁



PL.

第 1ト レンチ

1淡灰色土

2褐灰自色土

3淡黄灰褐色土

4褐色混 じり淡灰褐色砂質土

5淡褐色礫混 じり土 (3～ 20cll夫 )

6淡暗黄褐色砂

7暗褐色礫混 じり土

第 2ト レンチ

I灰黒色 シル ト

2淡灰褐色土に暗褐色上がプロック状に混入

3橙色粘土混 じり灰褐色 シル ト

4暗褐色砂礫土

ON00-7区  断面図

・仏性寺跡調査区

北壁

Fl号

ラララララ

':子

iレンチ

4 男里遺跡②・幡代遺跡 岡中遺跡・北野遺跡

レンチ

1淡橙色混じり淡灰褐色土
2黄色混じり淡灰褐色土
3淡黄褐色粘質土
4橙色混じり暗灰掲色シル ト
5暗灰黒色粘土
6暗灰褐色混 じり明黄色砂礫
7橙色混じり明灰褐色砂
&暗淡灰褐色砂
9暗灰褐色混じり暗黄掲色砂
10暗黄褐色砂礫
11暗灰褐色砂礫
12暗灰オリーブ色砂質シル ト (植物遺体含)

ON99-9区 断面図

1表土

2黒色シル ト

3赤褐色 シル ト

4黒灰色砂質シル ト

5灰褐色砂質ンル ト

6黄掲色粘性 シル ト

7極暗褐色粘性 シル ト

8暗掲色粘性 シル ト

9暗褐色砂礫

ON99-10区 断面図

刀

３

＼

＋

―

1淡灰黒色土
2淡灰褐色混じり黄橙色土

3黄橙色混じり暗灰褐色シル ト
4暗灰掲色混じり黄橙色シル ト

5淡青灰色粘土 (巨礫混じり)

6灰褐色混じり淡黄褐色粘質土
7淡黄灰色粘土

8淡黄白色シル ト
9淡オリーブ色粘質土
10淡褐色土

HT99-1区平面図及び断面図

1灰黒色土
2橙色混 じり淡灰褐色土
3明橙色混じり淡灰褐色粘質土
4淡灰褐色粘質土
5淡灰色粘土
6淡白灰色砂
7暗灰色礫混 じり砂質土

BS00-1区 断面図

1盛土

2暗橙色混 じり淡灰掲色粘質土

3暗灰黄色土

4淡黄褐色砂質土

5暗灰褐色礫混 じり上

6淡黄褐色砂質土

7淡褐色砂礫

OK00-1区 断面図

1表土

2黒褐色 シル ト
3灰白色粘土混 じり明黄褐色粗砂

KT00-1区 断面図

0                             4m
|

北 壁



PL.5 氏の松遺跡・岡田遺跡・下村遺跡 。フキアゲ山東遺跡調査区

1褐色砂質シルト
2褐灰色砂質ンル ト
3明褐色砂質シル ト
4褐灰色砂質シルト
5褐色粘性シル ト
&暗黄褐色粘性シル ト
7黒褐色粘性土
8暗褐色粘性土
9ク サリ礫混じり黄褐色粘性シル ト

OKD99-5区断面図

引

劇

＼

＋

―

1滋味土
2黒色砂質シル ト
3黒灰色砂質シル ト
4灰褐色砂質シル ト
5褐灰色砂質シル ト
6黄褐色粘性シル ト

LTJ99-1区 平面図及び断面図

1灰黒色土
2暗橙色混 じり灰色土
3灰色混 じり淡褐色砂質土
4黄灰色礫混 じり粘土

OKD99-6区断面図

1表土

2暗灰色土

3灰色土

4淡灰色土

&明黄褐色粘質土

OKD00-2区断面図

1盛土

2明黄色粘土ブロック混 じり暗褐色 シル ト

3明責色粘土

OKD00-1区断面図

1盛土
2礫混じり黄褐色細砂 (5～ 2Clcm大 )

SM00-1区断面図

1表土

Z褐灰色細砂と橙色細砂が互層に堆積

FKW00-1区断面図

o                               4m

ー



PL。 6 男里遺跡00-1・ 2区

擦ti

Ⅲ枠|♯―
頸|

00-1区 全景

(南から)

同落ち込み細部

(北から)

00--2[至

(F打から)



PL。 7 男里遺跡00-3・ 4・ 5区

00--3じ至

(西から)

00-4区
(南から)

00--5区

Φ雪から)



PL. 8 男里遺跡00-6・ 7区

00 6区 第1ト レンチ

(南から)

0併 7区 第1ト レンチ

(南から)

00-7区 第2ト レンチ

(南から)



PL。 9 男里遺跡00-8区、99-9区

00-8区 全景

(南から)

00-8区 カマ ド

(】 ヒから)

99-9区
(南から)



PL。 10 男里遺跡99-10区・幡代遺跡99-1区 ・岡中遺跡00-1区

ON99-10区
(西から)

HT99-1区
(北から)

OK00-1区
(東から)



北野遺跡99-1区・仏性寺跡00-1区・氏の松遺跡00-1区

KT99-1区
(南から)

BS00 1区
(南から)

UJ00-1区
(西から)

欅
一

ユ帝
一窮 一練一一贄一



PL.12 岡田遺跡00-1。 2区、99-5区

00 1区
(西から)

OC1 2区

(南から)

99--5[至

(】ヒから)



PL.13 岡田遺跡99-6区 ・下村遺跡00-1区・フキアゲ山東遺跡00-1区

OKD99-6区
(南から)

SM00-1区
(】 ヒから)

FKE00-1区
◆種から)

・IⅢ111:||ヽす|■|'華卒転
ⅢI

I■ |

議錢藤基銑ととII婆堀警学生



PL.14 男里遺跡00-1・ 8区、99-9区 出土の遺物
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ りが な

所 在 地

コ ー  ド
】ヒ  糸革東 経 調査期間

調査面積

(m
2) 調査原因

市町村 1遺 助

男里遺跡
大阪府泉南市

男里

27228 ON
度

分

秒

度

分

秒

00--1  2000  11

00--2  2000  08

00--3  2000  08

00--4  2000  05

00--5  2000  08

00-6  2000  04
00-7  2000  09
00-8  2000  04
99--9  2000  02

99-10  2000  03

７

２

５

５

４

　

２‐

１‐

８

４

４

分譲住宅

個人住宅

個人住宅

個人住宅

倉庫・事務所付

専用住宅

宅地造成

分譲住宅

個人住宅

個人住宅

個人住宅

幡代遺跡
大阪府泉南市

幡代

27228 HT

度

分

秒

度

分

秒

99--1  2000  03 5 個人住宅

岡中遺跡
大阪府泉南市

信達岡中

27228 OK

度

分

秒

度

分

秒

00--1  2000  04 5 個人住宅

北野遺跡
大阪府泉南市

信達大首代

27228 KT

度

分

秒

度

分

秒

00--1  2000  10 5 個人住宅

仏性寺跡
大阪府泉南市

信達市場

27228 BS

度

分

秒

度

分

秒

00--1  2000  06 4 個人住宅

うし の まつ

氏の松遺跡
大阪府泉南市

岡田

27228 UJ

度

分

秒

度

分

秒

99--1  2000  03 5 個人住宅

岡田遺跡
大阪府泉南市

岡田

27228 OKD
度

分

秒

度

分

秒

卜
卜
労
併

個人住宅

分譲住宅

個人住宅

個人住宅

下村遺跡
大阪府泉南市

新家

27228 SM
帳
妙
砂

度

分

秒

00-1 2∞ 0 10 5 個人住宅

フキアゲ山東遺跡
大阪府泉南市

兎田

27228 FKE

度

分

秒

度

分

秒

00-1  2000  11 4 個人住宅



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

男里遺跡

00-―ユ

00--2

0け3

0け4

0卜5

00--6

0Cr7
0C1  8

99--9

9貯10

集落

集落

弥生～古墳

不明

中世

奈良

近世以降

不明

不明

近世以降

縄紋

奈良 P

落ち込み、柱穴

カマ ド

土師器など

土師器など

須恵器・土師器など

陶磁器・瓦など

瓦

縄文土器

須恵器 。土師器など

当該時期の遺構面を確認

近世以降の整地層を確認

近世以降のカマドを検出

幡代遺跡

99--1 近世以降 野井戸など

岡中遺跡

00--1 不 明

北野遺跡

00--1 不 明

仏性寺跡

9貯 1 中世

氏の松遺跡

99--1 生 産 近代 粘土採掘坑 近代の煉瓦造りに伴う資料を確認

岡田遺跡

00--1

00--2

9片5

99--6

産

産

　

産

生

生

　

生

代

代

　

代

近

近

　

近

粘土採掘坑

粘土採掘坑

粘土採掘坑

近代の煉瓦造りに伴う資料を確認
近代の煉瓦造りに伴う資料を確認

近代の煉瓦造りに伴う資料を確認

下村遺跡

00--1 不 明

フキアゲ山東遺跡

00--1 不朔
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